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本日のプログラム（１）

■第一部(14:30-15:10)

– ごあいさつ

– Next Generation Task Forceについて

– ng-tf研究会報告

– Asia Pacific Next Generaiton Camp報告

• 第4回Camp報告及び第5回Campへのお誘い

■休憩(15:10-15:30)
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本日のプログラム（２）

■第二部(15:30-17:30)

– 参加者自己紹介

– 基調報告

– パネルディスカッション

　　「日本のインターネット、これまでの20年とこれから」
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JPNIC Next Generation Task Force
(ng-tf) について

JPNIC　川端宏生
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Next Generation Task Force(Next Generation Task Force(Next Generation Task Force(Next Generation Task Force(ngngngng----tftftftf))))

設立の背景設立の背景設立の背景設立の背景

• インターネットが社会インフラとして定着し、その重要性が､社会的認識としてインターネットが社会インフラとして定着し、その重要性が､社会的認識としてインターネットが社会インフラとして定着し、その重要性が､社会的認識としてインターネットが社会インフラとして定着し、その重要性が､社会的認識として
高まっている高まっている高まっている高まっている

• しかし、技術と社会の接点における多くの課題の指摘がされているしかし、技術と社会の接点における多くの課題の指摘がされているしかし、技術と社会の接点における多くの課題の指摘がされているしかし、技術と社会の接点における多くの課題の指摘がされている

• インターネット社会の健全な発展の為にJPNICがすべきこと

1)　課題の解決に携わることのできる人材の発掘

2)　インターネットの健全な発展に貢献できる人材の育成

3)　人材の層を厚くしていくこと

• JPNICの専門家チームとして設立(2002年11月)

－　第２回APNG-Camp（2002年8月＠上海）の参加者をコアメンバーとして

－　設立以降、メンバーを随時追加（→現在７名）
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Next Generation Task ForceNext Generation Task ForceNext Generation Task ForceNext Generation Task Forceがががが

掲げる目標掲げる目標掲げる目標掲げる目標

1. インターネットの発展に貢献してきた国内外の多くの方々
との交流を図り、Next　Generationの個々人が次世代
のインターネットコミュニティを牽引していくために必要
な経験を積むこと

2. インターネットの健全なる発展の為､　諸種の課題に関
し次世代を担うNext Generation同士が知見を共有し、
議論を重ね、課題解決の方策を探り、国際交流を図り、
Next Generationとして社会への提言を行っていく こと
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ng-tfメンバー

<Chair> 牧 兼充　　慶應義塾大学

<Vice-Chair> 遠 藤淳 　株式会社日本レジストリサービス

史 虹波 早稲田大学

柴田 巧 慶應義塾大学

川上 洋平 NTTコミュニケーションズ株式会社

佐藤 有希 一橋大学

川端 宏生 JPNIC

<事務局> 根津 智子 JPNIC

　　　　　　 飯塚 有紀子 JPNIC
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これまでの活動内容(1)

A)A)A)A)基礎的な知識の習得基礎的な知識の習得基礎的な知識の習得基礎的な知識の習得--------研究会の開催研究会の開催研究会の開催研究会の開催
－ チュートリアルとディスカッションを中心にしたスタイル

・様々なバックグラウンドを持った参加者を巻き込む

・基礎的な知識の習得と問題解決方法の新たな切り口を探る

－ インターネットに関連する幅広いテーマを扱う

－これまでの開催テーマ

・・・・インターネットガバナンスインターネットガバナンスインターネットガバナンスインターネットガバナンス

・・・・国際化ドメイン名国際化ドメイン名国際化ドメイン名国際化ドメイン名

・・・・インターネットとセキュリティインターネットとセキュリティインターネットとセキュリティインターネットとセキュリティ

・・・・電話とインターネット電話とインターネット電話とインターネット電話とインターネット

・・・・ IPv6 DeploymentIPv6 DeploymentIPv6 DeploymentIPv6 Deployment

・・・・モバイルモバイルモバイルモバイルIPIPIPIP

研究会でのチュートリアル資料を一部公開しています研究会でのチュートリアル資料を一部公開しています研究会でのチュートリアル資料を一部公開しています研究会でのチュートリアル資料を一部公開しています

http://www.nic.ad.jp/ja/ng-tf/study-meeting/index.html
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これまでの活動内容(2)

B) B) B) B) 国際交流活動国際交流活動国際交流活動国際交流活動

• 国際的にもng-tfの活動の輪を広げていくことを目指す

– 同時に、国際的な視点でインターネットを考える経験を積む

• APNG Campへの参加
– 第３回 (2003年2月 台湾)

– 第４回 (2003年8月 韓国)

• ng-tfからCo-chair

• チュートリアルの運営

– 第５回 (2004年7月 オーストラリア)

*APNG Camp (http://www.apng.org/camp/)　とは

インターネットのNext Generationが国境を越えて集い、様々な問題

について語り合うと共に、将来に向けての協力関係を築いていこう
とするCamp
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これまでの活動内容(3)

C)C)C)C)議論・交流の場としてのメーリングリストの運営議論・交流の場としてのメーリングリストの運営議論・交流の場としてのメーリングリストの運営議論・交流の場としてのメーリングリストの運営
– ML参加者間で議論や情報共有の場所を提供

D)D)D)D) ngngngng----tftftftfの活動を広く内外にの活動を広く内外にの活動を広く内外にの活動を広く内外にPRPRPRPR
• もっとインターネットを楽しむ・面白くする方法を考えるもっとインターネットを楽しむ・面白くする方法を考えるもっとインターネットを楽しむ・面白くする方法を考えるもっとインターネットを楽しむ・面白くする方法を考えるBoFBoFBoFBoFの開催の開催の開催の開催

– Internet Week 2003会期中に開催(約30名の参加者)

– ng-tfの1年間の活動成果と今後の活動の報告の場として

– 様々なバックグラウンドを持った参加者の交流の場として
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• 詳しくはhttp://www.nic.ad.jp/ja/ng-tf/をご覧下さい

• ご興味・ご意見のある方は、ng-tf-sec@nic.ad.jpまで
お寄せください


